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(図 5) ガラスフィルター膜の電流刺激による興奮現象 (活動電
位 ), 外液 0.1M:0.01M NaCC.
原生生物の感覚受容,運動,走性
九州大学 ･理学部 太和田 勝 久
1)原生生物は単細胞生物で通常 20p-5OOp の大きさである｡ ､
2)走性には, 2種類ある｡
(a)細胞の前後の刺激強度の差を感知する｡
(b)刺激強度の時間変化を感知 し,一種のブラウン粒子的運動れ な示ら走性を示 す1.
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V(T,t) - VsLT)+ Vaexp (-t/T), ‖ )
に従-って変化する｡ 一度過渡的にはやくなり次第に新 しい温度になれてゆく｡
T～ ]min.
7) 20℃から0.n5℃/ sec 以上のはやさで温度を上げると,Va>Pになるが,
同じはやさで温度を下げてもVa -nであった｡速度ジャンプを示す為のcritical


























激物同志は阻害 しない事夷から,それぞれのgroup の刺激物 と特異的に反応する
receptorという実体概念を提唱した (図 1)o実際ある特定のgroup の刺激物に対
する走性だけが欠損 したmu､tant が得られたol) 更にgalactosereCeptorにっ
いてはgalactosebindipgprotein がその実体の一部として同定された.2) また
各 rec_eptor毎の刺激受容から行動発現 まであ間に臥 刺激物d)種類によらない共通 の
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